
  

かんきょう観察会報告 No.152 

活動グループ名：板橋区の蝶を調査する会 

観察日時：2022 年 11 月 5 日（土） 午前 9時 30 分～12時 30 分 

観察地域：西高島平駅～大宮バイパス歩道～荒川笹目橋堤防南斜面～ボート場付近～笹目橋堤内地 

参加者：浅原、神山、川口、小林、児嶋、荘司、長澤、山田、米澤（計 9名） 

当日の天気：曇りのち晴れ、気温はやや低め 

観察結果   

シロチョウ科                  シジミチョウ科     

   ①キタキチョウ                ①ウラナミシジミ 

  ②モンキチョウ                ②ベニシジミ 

   ③モンシロチョウ               ③ヤマトシジミ 

タテハチョウ科                 セセリチョウ科 

①キタテハ                  ①イチモンジセセリ 

   ②コミスジ                  ②チャバネセセリ 

観察概要                                                   

 数日前から暖かな日が続いた後、今日は急に寒くなりました。特に観察開始の 10時前後は曇り空

で、気温が 15℃位でした。 

午前 9時 35 分に西高島平駅から出発しました。大宮バイパスの歩道を歩きながら、植え込みに生

育しているエノキ・クスノキ・ヨモギ等に幼虫が付いていないか、セイタカアワダチソウ等に蝶が

吸蜜していないかを観察しながら荒川の笹目橋に向かいました。植え込みは結構草刈りがされてお

り、エノキ・クスノキの幼木は少なく、幼虫等も観察できませんでした。 

9 時 50 分に笹目橋の南側斜面に着き、観察を始めました。土手の周辺も草刈りがされており、草

丈の高い植物は見当たりません。気温が未だ低いのでしょう、蝶が飛んでいる様子は見られません。

しかし、草の中をよく見るとウラナミシジミがいました。 

橋の下から上流側の新河岸川の土手に来ました。ここは草刈りをしていないところが有、葉にじ

っと止まっているヤマトシジミ・モンシロチョウ・ベニシジミが観察できました。ベニシジミは羽

化したばかりのようでとても新鮮な個体でした。また、キタキチョウやモンシロチョウが飛び始め

ました。 

ここから荒川にあるボート場付近の観察を始めました。ここではコセンダングサやシロノセンダ

ングサ・セイタカアワダチソウの黄色い花がたくさんありました。モンシロチョウ・イチモンジセ

セリ・キタテハ・コミスジ・ヤマトシジミ・チャバネセセリが観察できました。 

陽が時々さすようになり、気温も少し上がってきました。この場所から笹目橋の下～下流方向を

観察しました。ヤマトシジミ・チャバネセセリ・モンシロチョウ・ベニシジミ・モンキチョウを観

察できました。 

12 時半になり、昼食をすることとし、今日の観察は終了としました。 

今日の観察では 10 種類の蝶を観察しましたが、毎年この時期に観察できるヒメアカタテハが見ら

れませんでした。食草のヨモギも草刈りの影響で育ってないようで草丈が低く、幼虫の確認もでき

ませんでした。 



  

 2022 年 11 月 5日（土）観察写真  

    
   モンシロチョウ          キタテハ        ウラナミシジミ 

       

     ベニシジミ        ヤマトシジミ       イチモンジセセリ 

        

  チャバネネセセリ       ナナホシテントウ   ホシカメムシの仲間     

   

        カブラハバチ幼虫       ハグロハバチ幼虫 


